
そ
れ
を
さ
ら
に
『
観
経
疏
』
散
善
義
に
あ
る
「
一
明
世
尊
随
機
顕
益
意
密
難
知
」
の
意
密
を
解
釈
し
て
行
具

の
三
心
を
も
当
然
含
む
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
本
願
の
三
心
と
『
観
経
』
の
三
心
に
つ
い
て

は
次
に
も
述
べ
る
が
、
隆
寛
は
完
全
に
同
一
視
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
願
の
念
仏
と
は
三
心
具
足
の
念
仏
で

あ
る
と
言
い
、
そ
の
義
は

称
二

コ
ト

名
号
一

帰カ
二

本
願
一

故ナ
リ

称ス
ル
コ
ト

名
号ヲ
一

者ハ

不
三

ル
カ

疑
本
願ヲ
一

故ナ
リ

称ト
二

名
号ヲ
一

者
被
三

ル
カ

催
二

欲
生ノ

心ニ
一

故
也

定メ
テ

知ス

一
称
名
号
之
声ノ

中ニ

三
心
具
足シ

テ

無シ

有
欠
減
一

で
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
で
「
随
機
顕
益
」
よ
り
、
三
心
を
発
す
べ
き
人
は
他
力
に
乗
じ
て
益
を
得
る
人
で
あ

る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
罪
悪
生
死
の
凡
夫
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
凡
夫
は
他
力
に
乗

じ
て
本
願
で
あ
る
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
そ
こ
に
発
す
べ
き
三
心
が
一
声
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
理

論
展
開
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
理
論
を
指
し
て
意
密
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

第
四
項
　
三
部
経
を
巡
る
三
心
の
問
題

隆
寛
は
一
貫
し
て
『
観
経
』
の
三
心
と
第
十
八
願
の
三
心
そ
れ
に
『
阿
弥
陀
経
』
の
一
心
を
全
く
同
じ
も

の
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
特
に
本
願
の
三
心
を
行
具
の
三
心
、
そ
れ
に
あ
と
で
述
べ
る
他
力
の
三
心
の
根
本
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（
安
井
広
度
『
法
然
門
下
の
数
字
』

昭
和
十
三
年
、
附
録
一
一
一
〜
二
頁
）



思
想
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
隆
寛
は
第
十
九
願
、
二
十
願
に
つ
い
て
も
問
題
に
し

て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

ま
ず
、『
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
と
『
観
経
』
の
三
心
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
具
三
心
義
』
に
本
願
の
「
至
心
信
楽
欲
生
我
国
」
と
『
観
経
』
の
三
心
に
つ
い
て
「
其ノ

言
雖
異
一

其
意
是

同
」
と
あ
り
、
至
心
と
至
誠
心
は
「
於
二

至
之
言
一

会
二

ル
コ
ト

誠
之
義ヲ
一

決
定シ

テ

無シ

疑
一

乎
」
と
説
明
し
、
本
願
の
信
楽

に
は
浅
深
が
あ
る
と
い
う
疑
義
に
対
し
て
「
本
願ノ

文ノ

中ノ

信
楽ハ

唯
取テ
二

深
信ヲ
一

不
三

取
二

浅
信
一

」
と
言
い
、
本
願
は

一
向
称
名
の
機
に
対
し
て
言
う
の
で
「
欲
生
我
国
」
と
言
い
、『
観
経
』
で
は
「
兼
下

タ
ル

回テ
二

余
行
一

向
ニ

フ
ル

本
願ニ
一

機ヲ
上

故ニ

云
二

回
向ト
一

」
と
説
明
し
て
い
る
（『
同
書
』
一
○
八
〜
一
一
○
頁
）。

『
捨
子
問
答
』
巻
上
の
最
後
に
は
本
願
の
三
心
が
『
観
経
』
の
三
心
に
同
じ
こ
と
を
述
べ
、「
既
ニ
此
三
心

ハ
弥
陀
の
本
願
ナ
リ
。
釈
迦
丿
所
説
也
」（『
続
浄
』
九
、
一
三
頁
上
）
と
結
び
、
三
心
の
重
要
性
を
説
い
て

い
る
。

『
極
楽
浄
土
宗
義
』
巻
中
に
さ
ら
に
決
定
的
に
本
願
の
念
仏
と
非
本
願
の
念
仏
は
三
心
の
具
不
具
に
よ
っ

て
決
ま
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
願
者
称
名ナ

リ

称
名
者
即
三
心
也
当
知
称
名
与
二

三
心
一

同ニ
シ
テ

而
非ス

異
一

然
則
指テ
二

十
念ヲ
一

為コ
ト

十
声ハ
一

者
随
願
一

也
帰
二

ス
ル

于
称
名
一

三
種ノ

心カ

故ニ

指テ
二

十
声ヲ
一

為
二

ル
コ
ト

十
念ヲ
一

者ハ

随ル
二

心ニ
一

也
出
二

於
三
心
一

称
名ノ

行カ

故

是
以
不
三

発
二

三
心ヲ
一

者
非
二

本
願ノ

念
仏ニ
一

非
二

本
願ノ
二

念
仏ニ
一

者
不
四

可
三

生
二

本
願ノ

土
一



（『
隆
全
』
一
、
八
六
頁
）



さ
ら
に
『
散
善
義
問
答
』
に
『
観
経
疏
』
の
「
意
密
難
知
」
の
意
密
を
三
心
と
解
釈
す
る
部
分
が
あ
る
が
、

そ
の
理
由
と
し
て

此ノ

三
心ハ

即
是
法
蔵
菩
薩
五
劫
回シ

テ

思
惟ヲ
一

所ノ

発ス

名
願ノ

肝
心
也
　
又
是
無
量
劫ノ

間
修
行シ

テ

所ノ

円
満ス

ル

本

願ノ

密
意ナ

リ

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
願
す
な
わ
ち
三
心
と
言
い
、
本
願
の
密
意
が
三
心
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

『
極
楽
浄
土
宗
義
』
巻
中
（『
隆
全
』
一
、
八
○
頁
）
に
は
、
第
十
八
、
十
九
、
二
十
願
の
三
種
の
別
を
論

じ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
本
願
の
機
は
必
ず
三
心
を
具
足
す
る
と
述
べ
、
十
九
願
の
機
は

発
菩
提
心
修
諸
功
徳ノ

人
遇テ
二

縁ニ
一

発テ
二

三
心
一

蒙
二

来
迎
一

得ル

往
生
一

ト
ヲ

是
也

二
十
願
の
機
は

念
仏
与
二

余
行
一

兼カ
ネ

修シ
テ

信
‐
心
不ル

決
定
一

人
忽ニ

遇テ
レ

縁ニ

発テ

三
心
一

依カ

他
力ニ
二

故ニ

果テ

以テ

遂ル

往
生ヲ
一

是
也
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（『
隆
全
』
二
、
二
三
頁
）



と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
三
心
を
発
す
た
め
に
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
と
い
う
理
論
展
開
と
な
っ

て
い
る
。

な
お
隆
寛
は
諸
行
往
生
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
本
願
の
機
す
な
わ
ち
三
心
を
発
し
た
機
は
本
土
往
生

と
言
い
、
そ
れ
以
外
は
辺
地
往
生
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
十
九
願
の
機
に
も
二
種
あ
る
と
し
、

一
者
帰
二

他
力
一

捨
余
行ヲ
一

方ニ

以
二

此
人
一

同ス
二

十
八
願ノ

機ニ
一

二
者
発テ
二

三
心ヲ
一

後ニ

猶
論ス
二

余
善ヲ
一

既
発カ
二

三

心ヲ
一

故
雖
三

論
二

余
行
一

異ナ
リ

辺
地
機ニ
一

と
言
う
。

『
散
善
義
問
答
』
に
は
『
観
経
』
の
三
種
の
衆
生
の
行
を
挙
げ
、
往
生
極
楽
の
行
で
あ
る
か
ど
う
か
と
の

問
い
に
対
し
て
、
初
め
に
往
生
の
た
め
の
余
行
を
修
す
る
人
は
第
二
十
願
を
、
ま
た
随
縁
の
果
を
な
す
た
め

に
慈
心
持
戒
等
の
功
徳
を
修
す
る
人
は
第
十
九
願
を
手
本
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

此ノ

人
忽ニ

以テ

回
心シ

テ

帰
弥
陀ニ
一

発ス
ル

三
心ヲ
一

之
時ニ

決
定シ

テ

得
往
生
一

ス
ル
コ
ト
ヲ

也

此ノ

人
忽ニ

帰シ
テ

弥
陀ノ

願ニ
一

発ス
ル

三
心ヲ
一

之
時ニ

蒙テ

迎
接ヲ
一

得ル
二

往
生
一

コ
ト
ヲ

也

と
あ
る
よ
う
に
、
三
心
を
発
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
往
生
で
き
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



（『
隆
全
』
一
、
八
四
〜
五
頁
）

（『
隆
全
』
二
、
七
七
頁
）



次
に
『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
隆
寛
の
見
解
を
『
具
三
心
義
』（『
法
然
門
下
の
数
学
』
附
録
一
一
○
頁
）

に
見
れ
ば
、
隆
寛
は
「
一
心
不
乱
」
だ
け
で
な
く
「
難
信
之
法
」「
当
信
是
称
讃
」「
応
当
発
願
生
彼
国
土
」

な
ど
の
言
葉
は
す
べ
て
三
心
で
あ
る
と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
隆
寛
は
、
三
経
の
す
べ
て
に
通
じ
る
心
と
し
て
三
心
を
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

第
五
項
　
三
心
即
一
心

次
に
三
心
と
は
三
つ
の
心
を
別
々
に
発
す
の
か
、
と
言
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

『
捨
子
問
答
』
巻
下
に

凡
ソ
三
心
ト
云
ヘ
バ
ト
テ
。
別
々
ニ
。
三
度
起
コ
ス
ベ
キ
心
ニ
テ
ハ
無
キ
ナ
リ
。
夕
ヾ
慇
ニ
仏

ヲ
頼
ミ
奉
テ
。
深
ク
極
楽
ヲ
願
ヒ
。
一
心
ニ
名
号
ヲ
唱
ル
人
ノ
心
ヲ
。
三
品
二
分
テ
三
心
ト
ハ

説
ク
也

と
あ
る
よ
う
に
、
一
心
専
念
の
一
心
を
分
け
て
三
心
と
す
る
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

漢
語
体
の
『
具
三
心
義
』
お
よ
び
『
散
善
義
問
答
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
名
三
体
一
」（『
法
然
門
下
の
数
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（『
続
浄
』
九
、
一
三
頁
下
）


